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・背景 
一般的なレーザープラズマ流体の数値解析で

は高強度レーザー照射時に起こる誘導ラマン散

乱(SRS)などのパラメトリック不安定性を含むレ

ーザープラズマ相互作用(LPI)が考慮されておら

ず、計算結果がずれてしまうという問題がある。

そこで本研究ではLPIの影響を考慮した流体コー

ドの開発のため、LPIの一つである誘導ラマン散

乱(SRS) が流体計算に与える影響について評価

を行う。 
・解析手法 

SRSとは4分の1臨界密度以下のプラズマ中にお

いて光波がプラズマと相互作用し、電子プラズマ

波と散乱光にエネルギーを与える現象であり、こ

れが起こるとレーザー光は散乱されるため吸収

率が低下する。SRSがレーザー吸収に与える影響

について調べるため、1次元PICシミュレーション

を行った。レーザー強度は5.5×1016W/cm2とし、

レーザーが入射する境界側には真空領域を設け、

プラズマの密度分布は指数関数的とした。 
・結果 
図1はSRSが発生した直後の密度(赤)、レーザー光

(緑)および電場(青)の強度を表しており、4分の1
臨界密度付近でSRSが発生し、レーザー光が反射

されていることが確認できる。また、図2は反射

率の時間発展を表しており、レーザー照射開始後

4psの間に反射率は1を超えるピークをもち、その

後およそ0~0.5の間の値をとる準定常状態となっ

ていることが分かった。SRSによる反射率が1を超

える理由は、4分の1臨界密度付近で反射された複

数の散乱光が境界を同時に通過するためである

と考えられる。 
・まとめ 
流体計算のタイムステップを数psオーダーと考

えると、流体計算の1タイムステップの間にSRS
による大きな吸収率変化は完了しているため、流

体計算にSRSの影響を組み込む際には初めの1タ
イムステップでのみSRSの影響を考慮して吸収率

の計算を行えばよいと考えることができる。 
今後は、SRSにより生じる高エネルギー電子が

及ぼす影響、および2次元PICシミュレーションに

よる、より実際の状況に近い条件におけるLPIの
影響の評価、さらにこれまでの結果をもとに流体

コードにモデルを反映させ、その妥当性の検証を

行う予定である。 

 
図1 4分の1臨界密度付近でのSRSの発生 

 
図2 SRSによる反射率の時間発展 
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